
第二回学校運営協議会が開催されました。 

令和６年１０月１７日（木）１１時５０分 ～ １３時３０分 

＊１１：５０～１２：２０まで各教室を自由参観後給食をとりながら。 

司会を推進委員の牛山様にしていただきました。 

学校長より。  

以前も見ていただいているグランドデザインに沿って学校運営を進めてきている。秋は、何事も

充実してくる時期。学校では、子どもが課題を持って進める学習を充実させていきたい。特に、や

まがの時間（総合的な学習の時間）では、３年生は「うどん作り」「秘密基地作り」、４年生は

「土器作り」、５年生は「米作り」、６年生は「池作り」「おまつり」を行い、それぞれ課題を持

って解決しようと取り組んでいる。６年２組のお祭りは、コミュニティー祭りでブースを出させて

いただくので、よろしくお願いしたい。また、子どもが創るということを取り入れた活動を大事に

してきている。（学校の様子の写真を見ていただきながら）音楽会、運動会では実行委員を立ち上

げ行った。音楽会では、実行委員が考えて曲の紹介を放送したり、進行の際感想を言ったりした。

運動会では、写真に写っている横断幕を考えて作ったり、開閉開式の進行を考えたり、表現運動も

子どもたちが考え創る部分を取り入れて行った。 

委員の皆様より給食を食べていただきながらご意見を頂きました。 

・この給食の量は、学年で違うのですか？ 

教頭：低学年は少なく、高学年は多くなっています。
さらに、食べられないお子さんは自分が食べら
れる量に減らしたり、たくさん食べられるお子
さんは増やしたりおかわりをしたりしていま
す。 

・食器はみんな同じですか？ 

教頭：同じ陶器の食器を使っています。 

・昔は、銀色の食器で、たまに少し金色っぽい色みの
食器に当たると嬉しかった。 

・牛乳パックはどこの学校も出ないのですか。 

校長：都会の方では牛乳パックの学校もある。本校も含め諏訪地域は瓶で提供。 

・なんだかおいしい気がする。甘い。 

 

その後、参観されての感想や普段感じておられることに対してご意見を頂きました。 

・授業参観をして、これは親がやらなきゃいけないけど、姿勢が悪かった。 

・先生達は大変だ。 

・１年生と６年生の先生が代わったが、今度の先生は３月までいるのですか。 

教頭：３月まで代わりません。 

・担任の先生がいなくなるのは、子ども達も不安だから、どこも先生が足りないとニュースで言っ
ていて大変だが、なんとかなると良いと思う。 

・コミュニティスクールの意味をいつも考えている。学校を助けるのも大事な仕事だと思ってい
る。ボランティアで助けられると良い。 

・読み聞かせボランティアで入っている。その１０分でも、先生方が宿題の○付けや連絡帳を見る
時間に充てられると良いと思うのだが、一緒に聞いてくれている。先日のイングリッシュ・デイ
にも呼んでいただいて、お手伝いしたが、子ども達の様子がわかってよかった。 

・凍み大根を作ったり、以前葉野菜作りを教えたこともあった。わくわく講座で郷土料理を教えて
いるが、子ども達も喜んでいる。 

・ここのクラブ活動は地域の人に教えてもらうという特色があって良い 



・地域にはいろいろな力を持った人がいる。農園の見学も良いと思う。地域のとのつながりを持っ
てほしい。 

・学校はこういう人を探してほしいと遠慮なく言ってほしい。発信が増えれば、やってみよ 

う、登録してみようという人も増えると思う。 

校長：積極的に発信していきたい。以前田んぼの苗が足りないときはすぐに対応して頂
き、大変助けてもらった。 

・野菜のプロはたくさんいる。 

・区長会を月一でやっているから、そこでも声
をかけられる。 

・８：１５分からの「たまてばこ」の読み聞か
せの後、残って反省会などもしてい
る。そと 

で声をかけてもらえば行きやすいかもしれな
い。 

校長：そこを算数に当てて、九九を聞いてもら
うのはできそうなのでお願いした
い。 

・今日、参観しながら自分もわからないのにミシンの時間に一人の男の子についてあげた。 

うまくできて喜んでいた。 

・そばにいるだけでも安心できると思う。 

・基金の拠出のルールについてお図りしたい。 

校長：現在、基金は会長の諾で使っていて、今年も校庭整備をさせてもらった。 

   拠出のルールについて、①会長の諾、②会長・副会長・推進委員（コーディネータ
ー）の３人で話し合う、③学校運営協議会全員で話し合うの 3案を考えましたの
でお諮りしたい。 

・自分一人で決めて良いのかと思い校長先生に相談しました。 

・市が負担すべき物は市が負担するのが良いが、予算がないものもある。必要なときにすぐ 

使えるように、会長の判断で良い。 

・困ったら相談してもらえばいいけれど、会計報告もあるので、会長が決めれば良い。 

・だんだん無くなっていくのは課題だが、必要なら使ってもらえるようにして、無くなって 

 も良いと思う。上限を決めるのも良くないと思う。会長が決めて良い。 

 

結論として、会長が学校と協議して拠出の可否を決めることとなりました。会計報告をこれ
まで通り出していきます。基金は大変ありがたい在線ですので、大切に使っていきたいと思
います。 

 


